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前回述べた「検討会」は、基本的には進行管理者と訓練参加者相互の意見交換・討論により行

われます。その際の進行管理者の悩みは、訓練参加者のとった対応の適否を何を基準に評価・判

断すればよいのかということです。 

進行管理者に十分な力量があれば問題はないのですが、経験不足から不安を感じておられる方

も多いと思います。そのような場合、手元に適当な評価・検証用の素材があれば安心して意見交

換等に臨むことができます。 

今回は、そのような素材の一つとして、時系列活動項目表を紹介します。 

 

 

1.時系列活動項目表 

 

別表は、地震発生直後から 3日間の「市町村災害対策本部会議」及び「市町村防災主管課(総務

課と仮定しています)」で行うべき活動項目を時系列で列記したものです(以下「時系列活動項目

表」といいます)。 

検討会では時系列ごとに評価・検証を進めますが、別表はそれに合わせて「時系列」で災害時

に行うべき活動項目が整理されています。この表を用いることにより、どの時点でどのような活

動を行うべきであるかなどの目安を知ることができます。その結果、進行管理者はもちろん訓練

参加者においても効果的な検討会の進行が可能となると考えます。 

なお、時系列活動項目表に示された活動項目等及びその時系列配置は、過去の地震災害の教訓

等を踏まえており、それなりの妥当性を有したものですが、絶対的なものではないことに留意す

る必要があります。 
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2.時系列活動項目表の活用形態と方法 

 

(1)活用形態 

時系列活動項目表の活用形態としては、進行管理者の手持ち資料とし、それを用いて訓練参

加者の対応を評価・検証するといったものが基本と考えられます。しかし、訓練参加者自身が

自分の回答(対応)を時系列活動項目表と比較、対照するという活用形態もおもしろいと思いま

す。 

(2)活用方法 

時系列活動項目表は、以下のように活用します。 

①活動項目の欠如・適否の評価・検証 

ア.訓練参加者は、訓練において時系列活動項目表に示された基本活動項目及び個別活動項

目を想起できたか。漏れたものはないか 

イ.訓練参加者は、時系列活動項目表の項目以外ではどのような項目を指摘できたか 

②活動イメージの具体性・適否の評価・検証 

ア.訓練参加者は、自らが指摘した個別活動項目について具体的な活動イメージを有してい

るか。その活動イメージは適切といえるか 

イ.訓練参加者は、時系列活動項目表に示された活動項目の活動イメージはあるか。その活

動イメージは適切といえるか 

③活動のタイミングの適否の評価・検証 

ア.訓練参加者は、自らが指摘した活動項目の実施時期(タイミング)の適否についてはどの

ように考えているか 

④その他 

ア.時系列活動項目表の「▲資料:・・…」に示された関連資料は整備されているか 

イ.訓練参加者は、時系列活動項目表に対し疑問はないか 
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